

































































































    地質時代台地域低地域一
   黒色腐植土有楽町層完断続
   沖積世七号地層
     立1“火山灰層立月1火山灰層
     立月礫層武蔵野火山灰層立川礫層
   武蔵野礫層高砂層
    第四紀江戸11層   洪積世舎人層更新統  東久留米層
  Buliminaaculeata.一PseudononionjaponicumZonule一一…北一一ぺ一一一一一・一一一・一一一一一一＼、江東砂層、一一一一一一一一一輯甲一一一一一一一辱昌一一一甲多UvigerlnaakitaensisZonule_一__一一一一一網一一一一一一,一軸輯一一-一噺輯一一一一一辱雫摩層
  新第三紀新第三系
 囲:本表に用いるZonuleは,正規の化石層位学上のものではなく,便宜的なもので
 ある。
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 更新統である。
 (3)最下部を構成する北多摩層は,massiveなシルト層から形成されており,その上位に分
 布する東久留米層は,シルトの薄層を挾在しているが全般的に砂層の発達が顕著な地層である。
 一方,舎人層,江戸川層,高砂層の3層は,シルト層,砂層,砂礫層の互層であり,また,
 これらの各地層は砂礫層または粗粒砂層を基底にして上位へ砂層,シルト層と成層している堆積
 サイクルによって形成されている。
 (4)粒度分析によると,シルト層の粒子のヒストグラムは,最下位の北多摩層では,ほぼ正規分布
 を示しているが,上位層へと次第に粒径が分散する傾向が認められ,同様の傾向は,平均粒径
 中央粒径,最頻粒径についても認められる。また,分級度は,北多摩層ではしO～2、0に集中し
 ているが,上位層へと次第に大きくなり,最上位の有楽町層の最頻値は3.0～4.0となっている。
 このように,各地層の淘汰は下位から上位へと次第に悪くなっている。
 (5)有孔虫および珪藻の両化石の産出傾向は,舎人層の基底部付近を境にして異なり,有孔虫は,
 下位の北多摩層および東久留米層からは連続して産出するが,舎人層より上位の層準については,
 最上位に分布する有楽町層を除き,ほとんど検出されない。
 一方,珪藻は,有孔虫とは逆に北多摩層および東久留米層からはほとんど検出されず,舎人層よ
 り上位の層準から淡・汽水接種および海接種が産出する。
 (6)堆積環境は,下位層から上位層へと次第に浅海化の傾向を示している。
 北多摩層は半深海性の堆積層であり,その上位の東久留米層は外洋の影響を受けやすい陸棚性
 の堆積層である。一方,舎人層,江戸川層,高砂層の堆積環境は内湾性である。
 (7)舎人層は,下位の各地層と不整合に接して分布しており,また,その基底には城北砂礫部層と
 命名した厚さ約jo用の砂礫層が広く分布している。
 この城北砂礫部層は,本地域に分布する更新統を2分する重要な意義をもつ部層であり,本地
 域の堆積環境は,同砂礫部層を境にして,外洋性から内湾性へと移りかわっている。
 (8)Liquidambarの産出状態および層相変化などからの考察すると,城北砂礫部属の堆積は、
 東久留米層の堆積末期における一時的な気候の寒冷化現象とそれに伴う海水準の低下によっても
 たらされたものと推察される。
 (9)各地層の基底面は,世田谷区付近と足立区東部付近をほぼ南西一北東に結んだ地域において,
 北東傾斜のゆるい背斜状構造を形成しており,この背斜状軸を境にして構造を異にしている。
 西部地域における各地層の構造は,走向がほぼE-W,傾斜が1～2。Nであり,特に,北
 多摩地域においては著しい波状構造を示している。なお,この波状構造の軸はいずれも埼玉県新
 座市付近へと集中している。
 東部地域における各地層の構造は,走向がほぼNlO～30。W,傾斜がi～3。Eの同斜構
 造を形成している。なお,中央区付近と台東区付近を結んだ地域には,小規模の向斜状構造が発
 一324}
 1一『
 達している。
のの
 (1◎各地層の傾斜は,下位の北多摩層から上位の高砂層へと,3から1と次第にゆるくなって
 おり,高砂層の最上部ではほとんどflatとなっている。このような傾斜の変化によって,層厚は
 北東部の埼玉県南東部および東部の千葉県側へと厚さを増している。すなわち,関東造盆地の中
 心方向へと傾斜し,また,厚さを増している。
 ㈲房総半島の層序との関係について考察すると,有孔虫,珪藻,花粉などの微化石標識および層
 相変化などから,北多摩層および東久留米層は上総層群,舎人層,江戸川層および高砂層は下総
 層群へとそれぞれ対比される。さらに,北多摩層は,梅が瀬層および国本層,東久留米層は柿ノ
 木台層から笠森層の層準へと対比される。
 自然圧密に伴う地層境界面の沈降現象について
 (1)東京都付近の地下に分布している各層の孔隙率は,上位から下位へと深度を増すにつれて,減
 少しているが、これは各地層が圧密収縮したことを示している。
 各地層における堆積初期の層厚は,層序試錐の際に実施した密度検層および採取コァについて
 の物理試験などから求めた孔隙率から,標準の深度一孔隙率曲線を作成し,この図に基づいて算
 出している。
 (2)シルト・シリーズの孔隙率は,地表面から深さ10mまでに分布する地層(初期孔隙率)では,
 約64パーセントであるが,深さが増加するにつれて次第に減少し,深さ1,000mでは約42
 パーセγ卜,深さ2,000肌では約34パーセントと初期孔隙率の約1/2となっている。
 (3)砂・シリーズの孔隙率は,シルト・シリーズに比較して深さ方向に対する減少の度合が少なく,
 地表面から深さ10肌までに分布する地層(初期孔隙率)は.約50パーセノトであり,深さ
 500規では約44パーセγト,深さ1,000mでは約41パーセントである。
 (41ある地層の堆積初期の層厚(Te)と現在の層厚との比率は,Decompactionnumber
 (D)とよばれ,
Te
 D=一
Tp
 と表わされ,PorosltyまたはGrainproportionなどから求めることができる。
 したがって,初期の層厚は(D)に現在の層厚(Tp)を乗ずることによって算出される。
 このようにして求めた堆積初期の層厚は,例えば,北多摩地域の東久留米市付近では,北多摩
 層のUvlgerinaakitaensisZonuleから東久留米層基底までが約587肌(現在の
 層厚,380〃・),東久留米層が約334m(現在の層厚,294m)である。
 (5)(D)は地層の埋積深度,粒度組成などの因子によって異なるが,層序試錐における各地層を
 平均すると,北多摩層.E部層がL5,東久留米層がL13,舎人層がL12,江戸川層が1.09
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 高砂層が1.07である。
 なお,他の地層と比較して北多摩層上部層の(0)が大きい理由は.同層はシルト層を主体≧
 しており,他の地層では砂層または砂礫層が卓越しているためである。
 (6)圧密量とその経過時間から求めた圧密速度は,例えば,北多摩屠のUvigerinaakita-
 ensisZounle基底より上位に分布する地層群については,堆積盆地の中心部に近い東久
 留米市付近では約O.33椛+/io3年であるが,堆積盆周縁地域の調布市付近では約0.19肌
 +力03年と'j・さい。
 (7)堆積初期の層厚とその経過時間から求めた堆積速度は,例えば,舎人層基底より上位に分布す
 る地層群については,堆積盆地の中心に最も近い草加市付近で約1.68肌/103年であるが,足立区
 舎人町付近,江戸川区篠崎付近ではそれぞれ約し13肌/103年,約1.36肌/103年,であ
 る。
 (8)地層の圧密量,圧密速度,堆積速度などは,全般的に,南西地域に比べて関東造盆地の沈降軸
 に近い北東地域の方が大きくなっている。
 このことは,堆積盆内における各地層の盆状形態の形成要因として,自然圧密に伴う地層面の
 沈降現象の占める割合が極めて大きいことを示している。
 以上のように,本研究によって,長い間未解決であった東京都付近に分布する第四系の層序,
 地質構造などが初めて明らかとなった。
 また,各地層の圧密量,圧密速度,堆積速度などの解析によると、関東造盆地運動の研究に際
 しては,堆積学的なアプ・一チが不可欠である。
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 論文審査の結果の要旨
 遠藤毅提出の論文は,東京都武蔵野台地および下町低地の地下一帯に厚く発達する第四系の層序,
 地質構造および構成岩石の物理的諸性質を明らかにするとともに,地層境界面の沈降現象は自然圧
 密に伴う孔隙率の変化によって生ずる事を論じたものである。この研究にあたっては,21の層序
 試錐と,比抵坑値検層を行った約900の既存井戸よりえられた資料を基に行った。
 武蔵野台地および下町低地下の地質層序は,下位より上位へ,北多摩層,東久留米層,舎人層,
 江戸川層,高砂層,武蔵野礫暦,武蔵野火山灰層,立川礫層,立川火山灰層,七号地層,有楽町層
 の11の地層に細分される。これらのうち,有楽町層は完新統に,七号地層以下は更新統に属する
 ことが放射性炭素による年代測定によって明らかにされている。
 鰻下位の北多摩層は,シルト岩を,東久留米層は砂岩を主とし,下部の舎人層,江戸川層および
 高砂層は,ともにシルト層,砂層,砂礫層の互層からなっている。
 これら第四系の堆積環境は,下位より上位へと,次第に浅海化の傾向を示している。すなはち,
 北多摩層は半深海性の堆積層で,東久留米層は外洋の影響をうけやすい陸棚性の堆積物である。
 これらを不整合におおう舎人層,江戸川層および高砂層は内湾性の環境下で堆積したものである。
 各地層の基底面は,世田谷区付近と足立区東部付近をほぼNE-SWに結んだ地点で,
 NEにプラγヂする緩やかな背斜状構造を形成しており,この背斜軸を境として,両側で構造を異
 にしている。
 西部地域では,走向がほぼE-W,傾針1～2。Nで,とくに北多摩地域では著しい波状構造を
 形成している。一方,東部地域では,走向NlO～30。W,傾斜1～3。Eの同斜構造を形成し
 ている。
 地層の圧密量,圧密速度,堆積速度は,南西地域に較べて,関東盆地の沈降軸に近接した北東地
 域の方が大きい。これは自然圧密に伴う地層面の沈降現象が,堆積盆地における各地層の盆状形態
 形成の主要原因の1つであったことを示している。
 以上のように,本研究によって東京都付近の第四系の層序および地質構造がさらにいっそう明ら
 かとなるとともに,造盆地運動が堆積岩の自然圧密によって促進されたことが,はじめて明らかに
 なった。
 これらの研究成果は,関東平野において今日問題となっている地盤沈下・地下水の挙動に関する
 問題に重要な示唆を与えるものと認められ,遠藤毅は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究
 能力と学識を有するものと判断される。
 よって,理学博士の学位論文として合格と認める。
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